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1．はじめに
英国出身の文学、美術批評家ハーバート・リード (Herbert Read, 1893-1968) は、美学・美術史研究
やシュルレアリスム研究に代表されるように、同時代の美術動向へ批評的言説から深く関与した。ま
た、そればかりか、美術教育の領域でもその主著として『芸術による教育 (Education through Art)』１）
で自身の美術教育研究を理論的に集成している。そして、この著作は、日本の戦後における図画工作
科教育及び美術科教育の理論形成へも大きな影響を及ぼす貴重な思索のひとつとなった。
リードは青年期には詩作に励み、第一次世界大戦に出征の後、ビクトリア・アンド・アルバート博
物館に勤務している。ここで、学芸セクションに所属し、所蔵品の研究を通して美術批評家としての
活動を始めた。その後、大学で美学、美術史学等を担当した。研究分野は古代の美術からシュルレア
リスムなど同時代の美術動向まで幅広く、また、その美学思想にはフロイトの精神分析とユングの無
意識学説の影響が見られるように、常に同時代の美術動向や学問に目を向け、混沌とした社会情勢の
なかで、美術を軸に教育の在り方を捉えようとしていた。『芸術による教育 (Education through Art)』
の著述期間は1940年7月から1942年6月で、簡易製本による最初の出版は1943年のことであった。
日本では、まず、1953年に植村鷹千代らによって邦訳出版され、リードの学術研究は戦後の美術教
育における理論的支柱となった。その後も再訳が重ねられ、近年では、2001年に宮脇理らによる邦
訳書が刊行されていることからも、その重要性は今日にも引き継がれていると考えられる。
このように、美術教育研究において大きな関心が寄せられた本書は、今日の美術教育へはどのよう
な影響を及ぼしているのであろうか。本研究は、『芸術による教育』に示されたリードの美術教育思
想を再考し、今日の美術教育への理論上の効用を論述するものである。
2．リードの教育思想
リードの美術教育思想に触れる前に、本書に関して若干の前提として、特にリードの教育思想を捉
えることとする。また、加えて、ここでは『芸術による教育』が発表された時代背景も前提として大
いに考慮する必要があることを述べておきたい。
まず、大枠の教育観として、リードは「全面的に善と悪のいずれか一方を採ることはやめて、われ
われは、自然中立の仮定に基づいて議論を進めよう。」２）と述べている。ここでの「自然中立」とは、
性善説と性悪説の二者択一による教育観を脱した見解であり、また、リードの求めた民主主義教育に
おける理想像と捉えることができるであろう。リードは続けて「教育の目的は、必然的に、個人の独
自性と同時に、社会的意識もしくは相互依存を発達させることである。」３）とまとめているように、
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新たな時代の到来に即した、教育の在り方にまず言明しているからである。このような見解の背景に
は、自身の若き日の第１次世界大戦への参戦による戦争への嫌悪と危惧を汲み取ることができる。さ
らに、執筆時の状況を鑑みると第２次世界大戦時の不穏な情勢において、リードの教育感に平和への
希求と新たな時代の民主的な教育という大きな視座が含まれるようになったことは、リードの思想大
系のなかでも重要な点であると言えよう。
次に、リードは、古代から近代に至るプラトンやシラーの哲学を援用しながら、この論述の主題と
して「芸術は教育の基礎たるべし」４）という大きな理念を掲げていることも、リードの教育思想を
捉える上で欠くことのできない観点として挙げられる。ここでは、「芸術による教育」を「美術教育（Art 
education）」に限定したものではなく、自己表現のあらゆる方式の教育を包括する「美的教育（Aesthetic 
education）」としているからだ。リードは芸術活動が人間の精神活動を統合する創造性の基礎である
と考えていた。これはリベラルアーツの思想に軸を置くものであるが、リードは特に、人間の個性の
発達を助長するとともに、教育された個性をその個人の所属する社会集団の統一と調和させ、そして、
その過程において、美的教育ないしは審美的教育と訳される「Aesthetic education」が基本となること
を重要視していたのである。したがって、この「Aesthetic education」こそ、リードの教育観の基軸と
も言える。それは彼の芸術論研究から生成されたものであり、また、そこには人間学的観点が加味さ
れている。
3．リードの「美的教育」
3-1　「美的教育」の基礎概念
リードの「美的教育」を論じる上で、まず、その芸術論を検証したい。リードは『芸術による教育』
出版後に、人間学的な視座に根ざした芸術論として『イデアとイコン（Icon and Idea）』を発表してい
る。そのなかでは「人間の意識の発達において、イメージがつねにイデアに先行する」５）という見
解が示されている。これは、芸術的創造ないしは芸術体験の過程において、初めにイメージの効用が
求められるということであり、イデアはイメージの分化あるいは再生成として導かれるとする見解で
ある。ここで、リードはイメージの先行性を人間の原初的な活動として捉えることで、人間の諸活動
の中で芸術活動の位置づけを精神活動に基づく根源的活動と考えたのである。
そして、このような論説と共通する考察として、リードは本書執筆時においても既に、「すべての
表現ならびにすべての知覚が、生得的に芸術的である」６）と述べている。このことは、リードの「美
的教育」を考察する上でも、共通する概念規定である。つまり、リードが『芸術による教育』のなか
で「美的教育」を中軸に据える背景とも言えよう。リードは「美的教育」とは「人間の意識―すなわ
ち人間個人の知能や判断―の基礎となっている諸感覚の教育にほかならない。」７）としたのである。
換言すれば、このようなリードの言説とは、諸感覚を基にした知覚の営みそのものが、元来、リズ
ム・均衡・調和などの美的形式や造形原理を求める特性を備えているということである。すなわち、
美的能力はあらゆる人間に先天的に内在するがゆえに、前節で引用した「芸術は教育の基礎たるべし」
という主軸となる教育思想を打ち立てるに至ったのであろう。このことは、今日の図画工作科、美術
科のあり方、また、学校教育全般の総合的な組織化や教科連携の課題にも波及して抑えるべき意義を
有した視点と言えよう。
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3-2　「美的教育」の範囲と対象
このように、リードの唱えた「美的教育」は、広範囲にわたる活動と関わりをもち、また、教育の
対象も限定的ではなく、学習者の多様性を認めながら展開するものである。このことは、後に出版さ
れた『芸術教育による人間回復』の主張からも明らかであることを、まず確認したい。以下、その重
要な観点として、リードの言説を引用する。
「われわれは、もはやごく少数の子どもを、芸術的素養といわれてきたものを尺度にして、選り抜
いて、この少数者を芸術家となるように教育はしはしない。われわれは、あらゆる子どものなかに、
ある種の芸術家肌を認めているのであり、正常な創造的活動の奨励は、完全で均衡のとれた人格の発
達に不可欠のものの一つである。」８）
すなわち、ここまでに述べてきたリードによる「美的教育」とは、今日の学校教育に照し合わせて
みれば、各教科の中軸としての機能の他、多様な学習者、さらには現実のさまざまな学習環境をも想
定した総合性を有する概念である。このことについて『芸術による教育』から若干の長文ではあるが、
後半部分にまとめられた核となる論述を引用したい。
「美的活動というものは、肉体的ならびに精神的統合の有機的過程であり、事実の世界へ価値を導
入することである。この観点から審美的原則は、数学、歴史にも入るし、科学そのものの中にも入る
のである。そして、学校生活のすべての現実的な環境も考慮すると言える。本来は、この審美的原則
は学校の建物とその装飾にも適用されねばならないし、器具や用具のひとつひとつ、また、学習と遊
戯の全体に組織的に適用されなければならない。」９）
このように、リードの言説からは、審美的原則が、あらゆる教科と学校生活の実際の局面すべてに
浸透する必要があるとの主張を読み取ることができる。リードにとっては、「美的教育」の適用範囲は、
それこそすべての人間活動の領域である。このような、「美的教育」の捉え方は、いささか壮大すぎ
るとも言えよう。しかし、当然、本書ではこのような理想ばかりが述べられているのではない。リー
ドは他の箇所で、その内容の種別化を試み、「美的教育」の実際の適用可能性を精緻に捉え整理して
いるからである。続く次節で、このことについて述べることとする。
3-3　「美的教育」のタイプと種別
ここでは、リードによる「美的教育」の種別化について取り上げたい。その区分を整理して示すと、
次のとおりである。
（１）美的教育はリードによれば、人間の意識や個々の人間の知能や判断の基礎であり、その諸種
の感覚の教育のことである。その目的は以下のように分類される。
  ①知覚と感覚について生来の強度を保持させること
  ②さまざまな知覚と感覚を、相互に環境との関係において調整させること
  ③伝達可能な形式で感情を表現すること
  ④無意識にとどまる精神的な経験を、伝達可能な形式によって表現すること
  ⑤必要な形式によって思考を表現すること。
（２）リードは芸術家になるための教育を想定していない。むしろ、思想の根底で、すべての人が
芸術的に活動できることを尊重していた。そして、リードにとって、美的教育はさまざまなタイ
プの表現性を育む教育であるとされる。
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【美的教育の種別】 
  ①視覚教育（眼）、感覚に対応する感覚型 
  ②造形教育（触感）、感覚に対応する感覚型 
  ③音感教育（耳）、直覚に対応する直覚型 
  ④運動教育（筋肉）、直覚に対応する直覚型 
  ⑤言語教育（言葉）、詩や演劇 に対応する感情型 
  ⑥構成教育（思考）、工芸等に対応する思考型 
【芸術表現の形式から導かれる型】 
  ①写実主義や印象主義の形式は外部世界の探求で思考型 
  ②超現実主義は外部世界に反発し精神性の探求による感情型 
  ③表現主義は感動の探求による感覚型 
  ④構成主義や立体主義は、素材や形体の把握を伴う直覚型 
リードは、このような分類から、一人一人に、より的確な芸術体験を促し、感覚的表現とコミュニ
ケーションを発達させることを、「美的教育」の目的として捉えていたのである。たしかにリードに
よる「美的教育」の内容は広範囲に分類され組織化されており、さらに、肉体及び精神の発達過程を
念頭に美的教育の分類を試みている。この分類の成否は本論では検討を避けるが、リードは少なくと
も児童、生徒の表現がすべてあるひとつの型に一致するものではないことを、たびたび確認し、例え
ば、次のように、このことを慎重に言及している点は考慮すべきであろう。
「人間の性質は限りなく多種多様である。だから、われわれが最初に注意すべきは、若い芽が思い
通りの方向へ伸びて行かないからといって、無理に折ってしまったりはしないことだ。換言すれば、
教育は気質の差異を理解することを基礎としなければならぬ。われわれが、ここで主張しようとする
ことは、あくまでも児童の造形的な表現の方法が、児童のそれぞれの特殊な傾向を知るためには、最
良の鍵であるということである。」10）
すなわち、あくまでも型とは概ね捉えることのできる傾向にすぎない。このことは、今日の美術教
育においても言及されるべき問題であるが、その傾向はあくまでも児童、生徒一人一人の発達段階に
即して、柔軟に捉えて行くべきものであろう。リードも同様に『芸術による教育』のなかで、多種多
様な児童の特性を、基本的な精神機能に対応して分類することから、「美的教育」によって、各種の
多様な方向に総合的に児童、生徒を発達させることを求めたことは、先述の言説からも確認できるで
あろう。リードは表現形態の多様性と個々の特性の差異を保証したうえで、「美的教育」を論じてい
るのである。
4．『芸術による教育』の意義
4-1　教育の方法と教師観
ここまでの論述を確認すれば、リードが用いる「美的教育」とは、自然発生的な創造力であり、そ
れは生得的な能力であった。ならば、この「美的教育」は理論上、美術や音楽、文学、演劇などの諸
芸術活動においてのみ作用するのではなく、広範に、生活全般に適用される可能性があると考えられ
るものである。言わば、総合的な芸術教育概念である。また、リードの「美的教育」は、個の創造的
な素質を自発的に創造能力として維持、育成するための手段でもある。　　
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では、『芸術による教育』において、教師の役割とはどのように規定されているのであろうか。こ
の点をリードは教育方法論として、次のように述べている。
「教師はただ傍観せよという意味ではない。(中略 ) 児童は常に変化して止まない。その身体も頭脳
も成熟する。児童はその社会的環境に無意識的ではあっても、不可避的に順応していく。教師の義務
とは、この成熟の有機的過程を、その速度が無理強いにならぬように、また、その柔軟な芽が歪めら
れないように見守ることにある。」11）
このように、リードの考える教育者は児童、生徒に適切な刺激を与え、自発的に意識的な学習を展
開させる役割を担う。それは前章で取り上げた表現のさまざまな型と類型を認め、子どもの生来の傾
向を尊重し、導く立場である。つまり、教師には経験から生じる、適切な判断を自然な形で付与する
ような柔軟性が求められることとなる。
『芸術による教育』における教育方法の原則とは、自然発生的な創造力である生得的な美的能力の
保持と育成である。それはリードにとって、人間の本性に基づく原則であり、また、あらゆる領域の
教育をも視野に入れた原則である。そして、「美的教育」は型どおりに教えることはできないもので
あり、また、形式や技術を伝達することでもなく、大人の芸術活動を模倣させることでもない。教育
において子ども生来の傾向をまず的確に認ることの困難さはあるにせよ、抑制のない、子ども自身の
活動を信頼し、また、教師の個性を押し付けないように気をつけ、その上で、子どもの個性と共同す
る意識が求められるのである。
4-2　今日の図画工作科、美術科の教育における目的と手段
美術教育において、美術は目的か手段なのか。この問いは美術教育における「美術の教育」と「美
術による教育」という大きな二つの概念へと換言できるものである。このことは、児童中心主義の
美術教育と教科中心主義の美術教育として、明治期以降、近代の教育制度下においても、特に大正
期の臨画と自由画の論争に見られるように、常に両者の間でその意義が問われ、論争が続いた問題
であり、日本の美術教育を理解する上での重要な観点である。そして、戦後から今日へと至る新教
育制度においては、ここまで述べてきた『芸術による教育』の理念からも抽出されるような、創造
性や個性を重視する流れが徐々に理論的な背景として効力を増し、今日へと継承されていると言え
よう。
これらは二律背反し対立する概念に見える。しかし、リードによる「美的教育」の捉え方を基にす
れば、美術教育は、まず「美術の教育」として存在し、それが結果として「美術による教育」へと到
達すると考えるべきであろう。リードの考えに即せば「美的教育」が手段で「芸術による教育」が目
的となり、下記のような概念図に示すことができるのである。図１）
このように図に示したとおり、リードの主張する「美的教育」は『芸術による教育』の目的を達成
するための手段である。民主主義における教育として、人間の個性の発達を助長する役割は既に述べ
たとおりであるが、リードはさらに、教育された個性をその個人の所属する社会集団の統一と調和さ
せることが、人間形成の根幹を成すと説いているのである。「美的教育」と『芸術による教育』との
関係性は相互的なものとして作用し合うのだが、リードはその過程で「美的教育」が『芸術による教
育』を成立させるためになくてはならない基礎として機能すると考えたのである。それは「美的教育」
が、あくまでも人間の本性に根差した概念であるからと言えよう。
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5．おわりに―『芸術による教育』の現在性
今日の図画工作科、美術科の学習は表現と鑑賞の領域において、ともに、学習者である児童生徒一
人一人を出発点にした創造的な活動が展開される。また、学習活動において、あらかじめ用意された
正しい答えを求めるような教育展開が強調されることはなく、表現により表された作品も、また、鑑
賞による学習の成果にも、自分らしさや、それぞれの思考が、創造性に基づいた多様な結果として導
かれるのである。
このような傾向は、図画工作科の学習指導要領においても、昭和52年告示から、低学年における「造
形的な遊び」の導入が成され、さらに、平成10年の告示から平成20年の告示では、継続して、全学
年をとおした ｢造形遊び｣ が示されていることからも理解される。「造形遊び」は、体験的な学習の
過程における子どもの想像や思考の深まりを重視した創造的な学習であり、個を中心とした造形活動
を通し豊かな情操を養うことを重視するという点で、まさに、ハーバート・リードが『芸術による教
育』で論じた多様性を育む教育観と共通するのである。
また、『芸術による教育』の理念との共通性は、これよりも早く、既に昭和２６年の小学校学習指
導要領 図画工作編（試案）において確認することができる。この指導要領における図画工作教育の
一般目標は次のようにまとめられていた。
「図画工作教育は、造形芸術と造形技術の面から、日常生活に必要な衣・食・住・産業についての
基礎的な理解を与え、生活を明るく豊かに営む能力・態度・習慣などを養って、個人として、また、
社会人として、平和的、文化的な生活を営む資質を養うにある。」
まさに、これこそリードが提示した新たな時代の教育の理念と重なるものと言えよう。リードは『芸
術による教育』の第1章「教育の目的」を総括し、次のような見解を示しているからである。
「教育の一般的目的は、要するに、人間の個性の発達を助長するとともに、こうして教育された個
性をその個人の所属する社会集団の有機的な統一と調和させることにある。」12）
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図１  「美術の教育」と「美術による教育」の概念図
      （　）はハーバート・リードの『芸術による教育』の概念図
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ここで、リードが示した2つの課題とは、まず、人間の個性の発達を助長することであり、それと
同時に、教育された個性をその個人の所属する社会集団の統一と調和させることである。教育とは個
別化のプロセスであるだけでなく、統合のプロセスとしても機能しなければならないのである。この
ように、リードの論説は多角的な観点から精緻に積み上げられたものであった。そして、本論におい
ては、リードが『芸術による教育』のなかで論証の核に据えた人間の個性を発達させることについて
を焦点として論じた。個性の助長と個別化の過程においては、美的教育の理念が適切に作用すること
が求められるのである。また、この点からも、今日の図画工作科、美術科の教育とリードの『芸術に
よる教育』との接点が明らかとなったと言えよう。
今日の図画工作科、美術科は、一人一人の子どもの資質を出発点とし、子ども独自の創造的な活動
を支援し、発達させるもので、この点からも教育における重要な役割を担う教科のひとつである。そ
れは大人の美術や既存の文化を継承し、模倣することに主眼を置くものではなく、子どもの本性に働
きかけ、そこから新たな創造活動を生みだしていく学習である。子どもたちを自立へと導く手だてと
して、豊かな造形感覚や造形能力を養うのである。
リードによってそれらは「美的教育」における型の分類に示された。その分類からは、何を学ぶか
という学習内容よりも、いかに学ぶかという学習への「関わり方」や「学び方」が大切で、子どもが
自ら積極的に学ぼうとし、その過程で得た問題や課題を解決するための方法や手だてを考えて、工夫
することが学習指導において最も重要であることに気づかされるのである。また、このような創造的
な活動を展開する学習こそ、今日の図画工作科と美術科全域における教科の特性そのものと言える。
リードの『芸術による教育』によって、一人一人の創造的な活動を支援し、それぞれの能動的な姿勢
とさまざまな表現方法、さらには、多様な個性を育てる視座が、今日の教育にも理論的背景として受
け継がれているのである。
注
1） Herbert Read；Education through Art, London 1945（1943）
  邦訳については、主に次のものを参照した。
  『芸術による教育』植村鷹千代、水沢孝策訳、美術出版社、1978年16版（初版1953年）
2） 前掲『芸術による教育』ｐ .5
3） 前掲『芸術による教育』ｐ .6
4） 前掲『芸術による教育』ｐ .1
5） Herbert Read；Idea and Icon, Lonon 1951, p.5、『イコンとイデア』みすず書房、1957
6） 前掲『芸術による教育』ｐ .37
7） 前掲『芸術による教育』ｐ .10
8） Herbert Read ；The Redemption of the Robot - My Encounter with Education through Art-
  『芸術教育による人間回復』内藤史朗訳、明治図書、1972年、p.18
9） 前掲『芸術による教育』ｐ .249
10） 前掲『芸術による教育』ｐ .89
11） 前掲『芸術による教育』ｐ .245
12） 前掲『芸術による教育』ｐ .11
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